
2012（平成24年）Vol.547

９
海・山・川・大平原がおりなす　感動の大地・標津町

しべ つ

　標津の夏を彩る標津神社例大祭が７月22日から24日までの
３日間開催されました。
　好天に恵まれた本祭りの23日には、地域の繁栄と住民の幸
福を祈願して手を挙げた有志が重さ１トンほどの神輿を担ぎ、
威勢のいい掛け声を響かせながら町内の商店街のメーン通りを
練り歩きました。
　各町内会でも子ども神輿が行われ、ハッピ姿のかわいい子供
たちが暑さに負けず元気に神輿を担いでいました。

威勢よく神輿渡御　　勇壮に町内を練り歩く!!



キラリ！ソーラン踊り（KAWAKITA舞乱夢童） キラリ1000人ビンゴ

標津国際水中バレーボール大会

Super Pants

標太・津々の誓いの言葉

感謝の言葉

儀式会場を目指して

奉納・感謝の儀

授水の儀

フェイスペインティング

キラリ！ソーラン踊り（遊舞乱）

舞台芸能披露（標津中学校吹奏楽部・チェリーブラスアンサンブル）

キラリ！ソーラン踊り

キラリ！
ソーラン踊り（総踊り）
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料飲店まつり 「感謝の水」到着報告

「感謝の水」を託す

飛び入り参加の工藤元プロ野球投手歌の饗宴（オルリコ）

歌の饗宴（岩本公水）

伝承劇「ウラップ伝説」

運水の儀

迎水の儀
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翔酪の山車

ゆめの山車

繁盛の山車

標太・津々を乗せた伝承の山車

出陣の舞

はね踊り

頭袢纏

夜空を飾った花火

大漁の山車
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町内の中学生・標津高校生が

全道・全国の体育大会で健闘!!

野　球

　今年度、根室管内などで行われた中学校及び高校の体育大会で、標津中学校・川北中学
校・標津高等学校の生徒さんが、日ごろの厳しい練習の成果を十分に発揮して優秀な成績
を納め、全道大会に出場しました。
　全道大会では、高校陸上の男子砲丸投と女子円盤投で上位入賞を果たし、見事全国大会
の出場権を獲得しました。
　生徒の皆さんが全力で挑んだ全道・全国大会の結果をご紹介します。 （敬称略）

●第32回北海道中学軟式野球連盟旗争奪全道中学軟式野球大会（８／15～18　札幌市）

標津中学校 　ベスト８
　　　　　　　　３年　阿部　太賀、川端　　翔、坂野　泰輝、
　　　　　　　　　　　花田　稔希、畠山　直輝
　　　　　　　　２年　白土　泰樹、永洞　颯大、長谷川　猛、
　　　　　　　　　　　花田　和希、平井　　吏
　　　　　　　　１年　伊藤　匡哉、境　　大和、里舘　芳寿、
　　　　　　　　　　　ピーリス亜生、本間　汰一、水口　幸樹
川北中学校 　１回戦敗退

　　　　　　　　３年　小野　友寛、坂本　佳威、山本　将輝、桜井裕二郎、山崎　友輔、
　　　　　　　　　　　阿部　竜志、金澤　翔哉、佐々木康太、
　　　　　　　　２年　今野　雄介、冨田　圭裕、吉田　尚稀、徳永　拓朗
　　　　　　　　１年　阿部　瑛志、植田　優人

●第42回北海道中学校卓球大会（８／３～５　稚内市）

標津中学校
　女子個人　　　　佐藤　真凜（３年）　１回戦敗退　　工藤　楓香（２年）　１回戦敗退
川北中学校

　男子個人　　　　福地　脩平（３年）　３回戦進出　　笹森　正樹（３年）　１回戦敗退
　女子個人　　　　福地　しほ（１年）　１回戦敗退

●第65回北海道高等学校卓球選手権大会�
　　兼　第81回全国高等学校卓球選手権大会北海道予選会（６／19～22　釧路市）

標津高等学校
　女子学校対抗　　ベスト８
　　　　　　　　　神内　窓花（３年）、大川内優希（２年）、
　　　　　　　　　佐藤　美澪（２年）、今野　晴菜（２年）、
　　　　　　　　　川村慧莉那（１年）、工藤　杏奈（１年）、
　　　　　　　　　中條友花季（１年）
　女子ダブルス　　大川内優希（２年）・佐藤美澪（２年）　ベスト16
　女子シングルス　　大川内優希（２年）　ベスト16

卓　球
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●第43回北海道中学陸上競技大会（７／27～29　旭川市）

標津中学校
　男子100m 小林　敬右（３年）　予選敗退　12秒29
　男子200m 今　　源喜（３年）　予選敗退　24秒98
　男子800m 菊池　宏蔵（３年）　予選敗退　２分15秒27
　男子400mリレー 石崎光一郎（３年）・佐藤　一成（２年）
 今　　源喜（３年）・小林　敬右（３年）　予選敗退　47秒40
　男子走高跳 小岩　和輝（３年）　予選敗退　１m60
　男子走幅跳 小林　敬右（３年）　予選敗退　５m74
　男子砲丸投 池本　昇平（３年）　予選敗退　９m58
　男子四種競技 小岩　和輝（３年）　18位　1786点
　女子100mH 福岡　　楓（３年）　準決勝進出　16秒87
　女子400mリレー 久保田早耶（２年）・福岡　　楓（３年）
 小野寺里梨（３年）・谷内　未来（３年）　予選敗退　53秒75
　女子四種競技 久保田早耶（２年）　23位　1673点

●第65回北海道高等学校陸上競技選手権大会（６／19～22　帯広市）

標津高等学校
　男子110mH 久保田泰充（２年）　準決勝進出
　男子3000mSC 神内　優史（３年）　決勝進出
　男子5000mW 澤邊　優太（２年）　８位
　男子円盤投 池田　拓矢（３年）　７位
　男子砲丸投 伊藤　卓也（３年）　３位
　女子100m 遠藤　　萌（３年）　準決勝進出
　女子200m 遠藤　　萌（３年）　準決勝進出
　女子円盤投 長谷川　楓（２年）　３位

●平成24年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会（７／29～８／２　新潟県新潟市）

標津高等学校
　男子砲丸投 伊藤　卓也（３年）　予選敗退　12m16
　女子円盤投 長谷川　楓（２年）　予選敗退　34m12

●第67回国民体育大会北海道選手選考会（８／18～19　函館市）

標津高等学校
　男子少年Ｂ200m 関川　拓斗（１年）　準決勝進出　24秒20
　男子少年Ａ円盤投 池田　拓矢（３年）　４位　　　　36m69
　男子少年Ａ砲丸投 伊藤　卓也（３年）　優勝　　　　13m89

●第33回北海道中学校剣道大会（８／３～４　新十津川町）

川北中学校
　男子個人　　　　　　益子ああと（３年）　予選リーグ敗退
　女子個人　　　　　　小室　冴佳（２年）　予選リーグ敗退
　　　　　　　　　　　高井　遥香（１年）　予選リーグ敗退

陸　上

剣　道
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Town News

町内の児童生徒が地引き網体験

小学生が工事現場で見学会

「心のくすり箱」が医療講演会を開催

ラッキー玉入れ

大漁だった地引き網体験

大型重機の前でみんなで記念撮影

井須先生の講演

　薫別町内会などで組織する、薫別子ども地域活動推
進実行委員会（梅木勝美会長）では、７月29日、薫別
漁港前浜で、町内小中学校の児童生徒を対象に「地引
き網体験」を行いました。
　今年も児童生徒のほか父母や道教育大学釧路校の学
生など約100人が参加。
　参加者は、沖合に仕掛けられた網を「よいしょ！よ
いしょ！」の掛け声とともに引き上げると、カレイ、
コマイ、クリガニなどがかかり例年にないほどの大漁
に、歓声をあげていました。

　町内の建設業者の若手有志でつくるＳＫ研究会（出
口亮会長）は、７月30日、将来を担う小学生に建設業
への興味を抱いてもらおうと道路工事の現場見学会を
開きました。
　この日は、４－６年生12人が参加し、道路の歴史や
種類、写真などで道路工事の工程が説明されたあと、
実際にまだ舗装されていない現場を間近で見学し、重
機の運転席に座るなど貴重な体験をしました。
　同研究会は８月８日にも標津小学校と中学校の道路
補修ボランティアも行いました。

　高齢者の地域福祉を進める会（心のくすり箱：小川
悠治会長）では、7月21日、保健福祉センターひまわ
りで第８回医療講演会を開催し、会場に集まった約
50人が、専門の先生の話を熱心に聞き入っていまし
た。
　講師には釧路労災病院脳神経外科部長の井須豊彦先
生、磯部正則先生、穂刈正昭先生の3氏を招き、脳疾
患、腰痛、しびれ、痛みの治療方法などをテーマに講
演しました。
　この日は、講演会に先立ち、井須先生、磯部先生に
よる医療相談会も行われました。

　町社会福祉協議会（渡辺好之会長）は、高齢者がス
ポーツを通じて親睦を深め、健康の維持と生きがいづ
くりを目的に、７月20日、総合体育館で第40回高齢
者スポーツ大会を開催しました。
　大会は、町内各老人クラブから約200人が参加し、
風船運びや郵便リレーなど12種目を楽しみ、午前中
の老人クラブ対抗戦では、北標津老人クラブと古多糠
老人クラブがじゃんけんの末、北標津老人クラブが優
勝、午後の団体戦では古多糠老人クラブと薫別まんさ
くの会合同の青組が優勝を勝ち取りました。

みんな活き活き!�
高齢者スポーツ大会を開催
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工藤元投手が少年野球教室を開催!

ふくしまキッズが夏を満喫!

リコーダーで全国大会へ出場!

小学生団体の部で優勝した６人

工藤氏より熱心な指導を受けている。

ポー川でのカヌー体験

標津高校吹奏楽部の５人

　８月４日、プロ野球西武などで活躍し、今年から解
説者・評論家として活躍している元プロ野球投手工藤
公康さんの野球教室が町営球場で開かれ、町内の小中
学生72人が名投手の指導を受けました。
　野球教室では、準備体操やキャッチボールの基礎
を子どもたちに丁寧に指導され「キャッチボールは自
分が思った所に投げるための練習。体を大きく使って
しっかりコントロールできるように」とアドバイスし
た。
　野球教室の前に行われた講演会では「けがをしない
体づくりが大事であると」と語られました。

　標津町エコ・ツーリズム交流推進協議会（千葉元会
長）が、８月１日からの８日間、福島県の小中学生が
夏休みを北海道で過ごす「ふくしまキッズ夏季林間学
校」の参加者21人を初めて受入を行いました。
　「ふくしまキッズ」は原発事故の影響で、屋外で遊ぶ
ことが困難な小中学生が、夏休みを利用して、北海道
などで過ごすプログラムで32日間かけて道内を巡り、
標津町では、町内の学校教員やボランティアで宿題を
見るほか、釣りやカヌー体験、水・キラリのパレード
へも参加しました。

　第36回全国高等学校総合文化祭の楽器・弦楽部門
にリコーダー演奏で出場する標津高校吹奏楽部が、７
月31日、役場に訪れ、金澤町長に出場の報告をしまし
た。
　同校吹奏楽部は、昨年９月に行われた高文連の全道
大会で最優秀賞に輝き、出場権を獲得しました。
　部長の江刺家千尋さんは「これまでで一番いい演奏
をしたと思えるよう、心を一つに合わせて演奏した
い」と抱負を語り、金澤町長が「普段の練習で培った
ものを遺憾なく発揮してほしい」と激励しました。

　７月29日に札幌市で開催された「第32回少林寺拳
法北海道大会・北海道選考会」において、少林寺拳法
連盟標津スポーツ少年団支部（稲村徳弥支部長）の拳
士６人は、小学生団体の部で各地より集まった強豪を
下して見事優勝し、12月２日に開催される「2012年
少林寺拳法 全国大会inかながわ」への出場を決めま
した。
　主将の佐々木研斗くんは、「全道大会で失敗したと
ころを直して、完璧な演舞を目指したい」との意気込
みを語りました。

標津少林寺拳法スポーツ少年団�
　　全道優勝で全国大会に初出場
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「大きくなあれ」保育園児がかかしを設置。

～平和への誓いに～　標津町殉公者追悼式

野付半島会津藩士で供養祭

ホタテを全戸へ無料配布

ジャガイモを守るかかし

殉公者の御霊へ献花する参列者

供養祭が行われた会津藩士の墓

緑町内会でのホタテ配布

　双葉保育園（荒木豊園長）では、８月９日、シカなど
の動物に食べられないようにとの思いをこめて作成し
たかかしを、３歳児から５歳児の園児25人が、標津町
ふれあい農園で「花標津」（ジャガイモの品種）畑に設
置しました。
　園児たちは畑でシカの足跡を見つけたり、土を掘る
中でミミズを見つけたりと、たくさんの発見に目を輝
かせながら、かかしを設置し、芋が大きくなりますよ
うにとお祈りをしていました。
　春から園児たちが大切に育ててきた「花標津」は、
もうすぐ収穫の季節を迎えます。

　町の殉公者追悼式が８月９日、文化ホールで開かれ
遺族や関係者42人が参列、戦没者や公務で亡くなら
れた方の冥福を祈り、平和の誓いを新たにしました。
　式では、午前11時のサイレンとともに黙とうをさ
さげ、金澤町長が「日々満ち足り、充実安定した生活
は、殉公者の深く尊い犠牲の上に築かれている。新し
い時代にふさわしい活力ある地域社会の創造にまい進
する」と式辞を述べました。
　町遺族会の栗栖敏博会長から追悼の言葉のあと、参
列者は132人の戦没者、名誉町民６人、殉公者４人の
御霊に白菊の花を手向け、冥福を祈りました。

　８月13日に40年以上前から行われ続けている野付
半島会津藩士供養祭が、浜茶志骨町内会（本村武雄会
長）の主催で、会津藩士の墓で行われました。この墓
は江戸時代末期に標津に赴任し、亡くなった会津藩士
とその家族のものであり、町指定文化財に指定されて
います。　
　６月には、標津の歴史と文化を知ろう会（中村憲二
会長）により、会津藩の旗の設置や墓の周辺整備等が
行われました。町長を始め、参拝者は供物を捧げ、蝦
夷地守備に命を捧げた、会津藩士へ祈りを捧げまし
た。

　標津漁協漁船漁業者部会（平井敏雄部会長）では８
月10日、各町内会の協力を得て、町内全世帯へホタテ
の無料配布を行いました。
　日ころの生産活動に対する町民の皆さんに深い理解
と感謝の意味を込めて、１世帯２㎏相当のホタテが贈
られたもの。
　町内会では、ホタテの鮮度が落ちないように気を遣
いながら配布を行いました。
　受け取りに来た方々は、「ありがとうございます」と
感謝しながらホタテを受取っていました。
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　戸別受信機は平成８年に災害時の速やかな情報伝達のため各家庭に設置し、普段は町からのお知らせな
どを放送しています。また、災害時には電源コードをはずして戸別受信機を持ち出すことで避難中や避難
先でも常に情報を得ることができます。
　しかし、設置後約16年が経過し機器の老朽化や住宅内外の環境の変化により「入らない」又は「雑音
がひどい」などの状況が増えています。
　大地震や津波などの自然災害や異常気象による集中豪雨などが国内外で多く発生しています。
　戸別受信機は災害時において大切な情報源となることから、町からのお知らせがない日に下記の日程に
より試験放送を実施しますので、各家庭にて確認をお願いします。

上記のことを試しても放送が入らない場合は、

住民生活課 交通住民担当までご連絡ください。　☎８２－２１３１（内線124・125）

放送が入らない場合は・・・　
①電源表示ランプを確認する
・電源表示ランプが点灯しているか確認してください。
　�点滅している場合は電池の交換が必要です。ランプが消え
ているときは電源コードが抜けている可能性があります。
②電池を新しく交換する
・�受信機を取り外し、裏の電池カバーを外し電池を入れ替え
る。交換後、電源スイッチを２回以上押す。
③電波の受信しやすい場所へ移動する
・�窓の近くなど電波の受信しやすいところへ移動させてくだ
さい。
④アンテナの向きを変える
・アンテナを伸ばして、向きを変えてください。
⑤ボリュウムを調整する
・ボリュウムを上下させてください。
⑥電源コードを確認する
・�なにかの拍子で電源コードが抜けていることがあるのでも
う一度確認を。
⑦テレビ・パソコンからできるだけ離す
・�受信機は電磁波が出る電化製品などが近くにあると雑音が
入ったり、聞こえなくなったりすることがあるので２ｍ以
上離してください。

あなたの家の戸別受信機は聞こえてますか？

電源表示ランプ

電源スイッチ

音量ボリウム

電源コネクタ

アンテナ

電池カバー

各 部 の 名 称

防災無
線

放送日
程

月　日：９月３日㈪～９月９日㈰の一週間　
時　間：午後７時55分～
内　容：試験放送か通常のお知らせを放送します。
※放送が入らない場合は下記のことを試してください。
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健
康 いちばんスポーツは 

心のビタミン

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で�

�

健
康
・
体
力
づ
く
り
を
！

　

総
合
体
育
館
で
は
地
域
住
民

の
健
康
と
体
力
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
７
月
か
ら「
万
歩

計
」
と「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
カ
ー

ド
」
を
、
希
望
さ
れ
る
方
へ
、

無
料
で
配
布
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
カ
ー
ド
は
全

て
の
マ
ス
が
埋
ま
り
し
だ
い
、

体
育
館
ま
で
提
出
い
た
だ
く

と
、
新
し
い
も
の
を
再
度
配
布

し
て
い
ま
す
が
、
８
月
20
日
ま

で
に
６
名
の
方
が
達
成
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
健
康
や
体
力
向
上

の
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
い
ま
せ
ん
か
？

「
す
ぽ
っ
と
」で�

�

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
設
置

　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
に
３
台
設
置
し
て
い
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
で
す

が
、
人
気
が
高
く
充
分
利
用
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
標
津
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ「
す
ぽ
っ
と
」
で
は「
日

頃
よ
り
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
少
し
で
も
地
域
の
方
の

健
康
・
体
力
づ
く
り
に
貢
献

で
き
れ
ば
」
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
１
台
を
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ「
ト
ト
」
の
助
成
金

を
活
用
し
購
入
、
設
置
し
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
４
台
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
っ
と
多
く
の

方
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
な
ど
を

走
る
よ
り
も
ヒ
ザ
等
へ
の
負
担

も
少
な
く
、
交
通
事
故
の
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
カ
ー
ド
と
併
せ
て
な
ど
、
健

康
・
体
力
づ
く
り
に
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

釧
根
地
区
ラ
ジ
オ
体
操�

�

コ
ン
ク
ー
ル
　
標
津
町
で
開
催

　

９
月
30
日（
日
）
に
釧
根
地

区
ラ
ジ
オ
体
操
が
標
津
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
少
年
の
部
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
な
ど
各
部
門
に
分

か
れ
、
基
本
動
作
が
で
き
て
い

る
か
、
伴
奏
音
楽
に
調
和
し
た

動
き
が
で
き
て
い
る
か
な
ど
の

演
技
力
を
競
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
ど
な
た
で
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
運
動
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。お

問
い
合
わ
せ

　

総
合
体
育
館

　
　

☎
８
２
︱
３
１
１
２

　
「
万
歩
計
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

カ
ー
ド
」
の
無
料
配
布
は
町
内

８
拠
点
に
て
随
時
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た

だ
き
、
健
康
づ
く
り
に
励
み
ま

し
ょ
う
！

◆
配
布
拠
点

　

 

総
合
体
育
館
／
茶
志
骨
み
ど

り
保
育
園
／
笹
谷
商
店
／
境

商
店
／
川
北
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
／
役
場
／
ひ
ま
わ
り

標津町総合体育館
 ☎82－3112

ランニングマシーンは４台に! ウォーキングカード

山
﨑　

静
江
さ
ん

中
野
ヒ
ロ
コ
さ
ん

岡
部　

清
治
さ
ん

山
﨑　

陸
郎
さ
ん

坂
口　

宣
弘
さ
ん

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
カ
ー
ド�

�

全
達
成
!!
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小
川
村
は
長
野
県
の
北
信
地

方
に
あ
り
、
長
野
市
か
ら
西
へ

車
で
約
30
分
、
白
馬
村
と
の
ほ

ぼ
中
間
に
位
置
し
ま
す
。
美
し

い
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
を

村
内
各
所
で
眺
め
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
景
観
は「
信
州
の

自
然
百
選(

景
観
選)

」・「
信

州
サ
ン
セ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
百

選
」
に
選
ば
れ
、
平
成
21
年
１

月
に
は
全
国
４
４
７
４
件
の
応

募
の
中
か
ら「
に
ほ
ん
の
さ
と

１
０
０
選
」
に
も
選
出
さ
れ
る

な
ど
自
然
豊
か
な
村
で
す
。

　

標
高
約
１
０
０
０
ｍ
地
点
に

あ
る
大
洞
高
原
に
は「
星
と
緑

の
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
」と
称
す
る
、

60
㎝
反
射
望
遠
鏡
を
も
つ「
小

川
天
文
台
」「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
館
」、
各
部
屋
か
ら
北
ア
ル

プ
ス
を
眺
め
ら
れ
る
宿
泊
施
設

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
が
あ
り
、

各
種
合
宿
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

時
代
と
と
も
に
転
出
す
る
若

者
が
増
え
、
高
齢
化
率
は
40
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
高
齢
化
す

る
村
の
人
達
の
元
気
を
支
え
て

い
る
食
事
の
一
つ
が「
お
や
き
」

で
す
。
や
わ
ら
か
く
練
っ
た
小

麦
粉
に
味
噌
等
で
味
付
け
し
た

季
節
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
包
み

込
み
、
焼
い
た
り
蒸
し
た
り
し

た
郷
土
食
で
、
水
田
が
少
な
い

山
間
地
の
畑
作
地
帯
で
日
常
食

と
し
て
食
さ
れ
、
長
野
県
の
北

信
地
方
が
発
祥
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
囲
炉
裏
端
で
焼
く
小
川

村
の「
お
や
き
」
を
ぜ
ひ
食
べ

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

池
田
町
は
、
長
野
県
の
北
西

部
、
北
安
曇
郡
の
南
部
に
位
置

し
、
標
高
は
お
よ
そ
５
５
０
ｍ

か
ら
１
、０
０
０
ｍ
に
及
び
、

東
西
に
6.2 

km
、
南
北
に
12.8 

km
と

細
長
く
、
森
林
が
50
％
、
農
地

が
25
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、

安
曇
野
の
田
園
地
帯
と
し
て
古

く
か
ら
稲
作
が
営
ま
れ
て
い

ま
す
。
近
年
は
付
加
価
値
の
高

い
、
花
や
ハ
ー
ブ
、
ま
た
良
質

で
糖
度
の
高
い
加
工
用
ブ
ド
ウ

の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

田
植
え
時
期
の
水
田
に
北
ア
ル

プ
ス
が
写
し
出
さ
れ
る
様
子
か

ら
、「
嶽
映
の
郷(

が
く
え
い
の

さ
と) 

池
田
町
」
と
称
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
眺
望
の
す
ば
ら
し
さ

か
ら
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

認
定
の「
美
し
い
日
本
の
歩
き

た
く
な
る
み
ち
５
０
０
選
」
に

も
選
ば
れ
、
訪
れ
る
人
々
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
多
く
の
人
に
歌
わ
れ
る

童
謡「
て
る
て
る
坊
主
」
の
作

詞
者
浅
原
六
朗
が
当
町
の
出
身

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
念
館
等

が
建
設
さ
れ
、「
て
る
て
る
坊

主
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、
広

く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

VOL.21
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
ニ
ュ
ー
ス

７
月
号
の
群
馬
県
中な

か
の
じ
ょ
う
ま
ち
い
さ
ま

之
条
町
伊
参
と
山
梨
県
早は

や
か
わ川
町ち

ょ
うに
続
き
、
長

野
県
小お

川が
わ

村む
ら

と
長
野
県
池い

け

田だ

町ち
ょ
うを
ご
紹
介
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
…
星
の
ふ
る
里

�

信
州
　
小�

川�

村

池
田
町

アルプスを背に棚田の田植え

60
㎝
反
射
望
遠
鏡
を
持
つ「
小
川
天
文
台
」

囲炉裏端で焼く「おやき」

水田に写し出される北アルプス

てるてる坊主アート展の様子



12SEP.2012 広報しべつ

I N F O R M A T I O N

　町民の方が５人以上集まる機会であれば、町長が
出向き、町政についての説明や質問にお答えする

「まちづくり出前講座」を開設しています。
　詳しい内容、申し込みは総務課まで。
 （事前の申し込みが必要です）

町長がいつでもどこでも伺います！
「まちづくり出前講座」をご利用ください！

　8時～18時

　町では町民サービスの向上をより一層図る
ため、前年度と同様に役場や各施設で開庁時
間の拡大や、休日（土曜日・日曜日・祝日）
における一部業務を下のとおり行っています。

　８時30分～17時15分
　

△

住民票・印鑑証明の発行
　

△

婚姻届・死亡届などの受領

平日時間 休日取扱業務

役場の
開庁時間を しています!拡大拡大今年度も今年度も

お気軽に
ご利用ください‼

※10月上旬の収集日も掲載しています。
※粗大ごみの収集は収集日の前日までに事前の申し込みが必要です。
★粗大ごみ収集の申し込みは、渡邊清掃㈱☎0120-79-3106まで。

一般廃棄物収集区域
〈有料〉

可燃ごみ
（祝日は休み）

不燃ごみ
粗大ごみ

資源ごみＡ
空 缶、ペ ッ ト・ ト レ ー
発 砲、容 器 包 装 ( プ ラ ）
び ん、 新 聞、 雑 誌

資源ごみＢ
空 缶、ペ ッ ト・ ト レ ー
発 砲、容 器 包 装 ( プ ラ ）
容 器 包 装 ( 紙 ）
紙 パ ッ ク・ 段 ボ ー ル

若草町・新川上町・川上町・栄町
緑町・曙町・弥栄町・伊茶仁

月・木
13日㈭
27日㈭

3日㈪
20日㈭

10月1日㈪

10日㈪
24日㈪

10月11日㈭

本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町
桜木町・住吉町・東浜町・茶志骨

火・金
14日㈮
28日㈮

4日㈫
18日㈫

10月2日㈫

11日㈫
25日㈫

10月9日㈫

川北全域・北標津・西北標津・忠類
浜古多糠・古多糠全域・薫別・崎無異

水・土
1日㈯

15日㈯
29日㈯

5日㈬
19日㈬

10月3日㈬

12日㈬
26日㈬

10月10日㈬

１0月の　汲み取り� 実施地域

９月のごみ収集日

国民年金は、あなたが主人公です

相談・お問合せはお気軽に住民生活課国民年金担当まで

後納制度（国民年金保険料の�
納付期限の延長）が始まります

あなたのための
“国民年金”

　汲取月は各地区３カ月毎に
年４回設定しています。
　便槽が満杯にならなくても
汲取月には必ず汲み取ってお
くなど、余裕を持ってお申し
込みください。
実�施地域　川北全域、北標津
　　　　　西北標津
申込期限　９月25日㈫
申 込 先　渡邊清掃㈱
� （70120-79-3106）

　毎月、中標津町役場で開設されます「社会保険事務相談所」を
利用される方は、相談日の10日前までに予約が必要となります。
予約申込先　釧路年金事務所
　　　　　　　お客様相談室（☎0154-61-6000）

町長の動静
（７月21日～８月20日）

【７月22～25日】札幌市、東京都
根室地方総合開発期成会要望　ほか
【７月27日】
教育関係者合同研修会
【８月１日～２日】札幌市
北海道市町村職員共済組合長側議員協議会 ほか
【８月４日～５日】
標津町民まつり「水・キラリ」
【８月７日】
標津漁業協同組合第63回魚魂大祭
【８月９日】
殉公者追悼式　ほか
【８月10日】
知床観光圏協議会総会
【８月13日】
野付半島会津藩士碑供養祭 ほか
【８月16日～20日】国後島
第４回北方四島交流訪問事業
 ＜以上、主なもの＞

　これまでは、国民年金保険料を納め忘れたまま２年を超えると保
険料を納めることができませんでしたが、本年10月から３年間に
限り、過去10年以内の納め忘れた保険料を納めることができる、後
納制度が始まります。
　過去10年以内の保険料を納めていただくことで、将来の年金額を
増やしたり、年金の受給権につなげることができるようになります。

※ 後納制度は事前申し込みが必要ですが、審査の結果、後納制度に
よる納付をご利用いただけない場合があります。詳しくは国民年
金保険料専用ダイヤルか釧路年金事務所へお問合せください。

　　国民年金保険料専用ダイヤル　　☎ 0570 － 011 － 050
　　　　月～金曜日　午前８:30 ～午後５:15 
　　　　第２土曜日　午前９:30 ～午後４:00
　　釧路年金事務所　　　　　　　　☎ 0154 － 22 － 5810

年金相談は完全予約制です!

　日　時：２日㈫　12時～17時� 場　所：中標津町役場
　　　　　３日㈬　９時～15時
　ご本人や配偶者の年金記号番号、加入期間などを調べてお出かけください。

10月の社会保険事務相談所開設日

問合先　保健福祉センターひまわり
　　　　　(☎82-1515）

９月28日㈮ 　会場：ひまわり

12ヵ月、２歳 9時～10時

３、６、９ヵ月 13時30分　　　
　　～14時30分

乳幼児健康相談日程



募 集 科 目 電気工学科　建築技術科、自動車整備科（すべて修学期間２年）

定 　 　 員 各科目20名（10名）高卒以上 性別は問いません
※定員の（　）内は推薦入学定員で内数

入 学 経 費 入学料・授業料・教科書・工具などの経費がかかります。
選 　 　 考 推薦入学
出 願 期 間 10月１日㈪～10月20日㈯ 11月１日㈭～11月20日㈪

応 募 資 格 新規高等学校卒業予定者
（在籍学校長の推薦が必要）

新規高等学校卒業予定者、過年度卒者
離転職者(自動車整備科は高等学校卒
業と同程度の証明が必要）

入学検定料 2,550円（北海道収入証紙 貼り付け） 2,550円（北海道収入証紙 貼り付け）
試 験 日 11月５日㈪ 12月３日㈪
試 験 内 容 面接 学科試験（国語、数学）及び面接

あすぱるに学校便りを設置しました
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道道川北茶支骨線のサーモン橋延伸工事に伴う交通規制のお知らせ

平成25年度北海道立釧路高等技術専門学院学生募集

　標津川引堤事業に伴い、サーモン橋を川北側に延伸する工事が８月から行われています。
既に車両の片側交互通行となっておりますが、今後は長期間にわたる迂回路通行を含む交
通規制となりますので、大変ご不便をおかけしますが、ご協力のほどよろしくお願い申し
上げます。

　　片側交互通行期間　平成24年８月～平成24年10月上旬（予定）
　　　　　　　　　　　※交通誘導員の指示に従って安全な通行をお願いいたします。
　　迂回路通行期間　平成24年10月上旬～平成27年11月中旬（予定）

問合先　釧路建設管理部中標津出張所　☎0153－72－3213

　町教育委員会は、各学校の活動状況
を町民に広く周知することを目的に、
生涯学習センター「あすぱる」のロビー
に町内の各幼稚園、小学校、中学校の
学校便りを設置しました。
　内容は毎月更新されますのでぜひご
覧下さい。

　カイラ・マッケンジーさんの
後任として、シェイン・マット
スさん ( アメリカ出身 /26 歳 )
が８月に着任しました。町内幼
小中学校の園児・児童生徒に英
語の楽しさを伝えます。よろし
くお願いします。

新規採用者（８月１日付）
～よろしくお願いします～

　　和
わ だ

田　直
なお

人
と

　　住民生活課

問合先　北海道立釧路技術専門学院　☎ 0154－57－8011　FAX 0154－57－8013
　　　　Ｅ-mail kugisen.11＠pref.hokkaido.lg.jp　
　　　　ホームページアドレス　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kss

職�員�紹�介

英語指導助手（ALT）紹介



相 　 談

ふるさと応援寄付金をいただき
ありがとうございました

スポーツ

交　　通

☆９月のスポーツ☆

１日㈯
　スピードスケート実技講習会
 〔９時～　町営リンク〕
　開陽台杯少年野球大会町内予選会
 〔９時～　町営球場〕
３日㈪、10日㈪
　スポーツ体験教室
 〔16時～　総合体育館〕
６日㈭、20日㈭
　ノルディックウォーキング教室
 〔18時～　総合体育館〕
８日㈯～９日㈰
　全日本少年野球大会支部大会
 〔９時～　町営球場〕
16日㈰
　第40回記念オホーツクマラソン大会
 〔９時～　総合体育館～町内〕
18日㈫
　体組成計からだチェックデー
 〔10時～、18時～　総合体育館〕
22日㈯
　中体連町内新人戦大会
 〔９時～　総合体育館〕
23日㈰
　 第４回環境サービス杯ソフト

バレーボール大会
 〔９時30分～　総合体育館〕
30日㈰
　釧根地区ラジオ体操コンクール
 〔９時～　総合体育館〕
　第22回サーモン杯少年野球大会
 〔９時～　総合体育館〕
 〈以上、主な大会、教室など〉
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◦佐々木　武さん（北海道札幌市）
◦品田　正一さん（千葉県茂原市）
◦高橋　道夫さん（北海道江別市）
◦武内美弥子さん（広島県広島市）
　※ご本人の了承を得て掲載しています。

その他、２人の方から寄附をいた
だいております。
　寄付金はその目的を達成するために有
効に活用させていただき、今後広報誌や
町ホームページで寄付金の活用内容など
をお知らせします。

I N F O R M A T I O N

　釧路地方裁判所、 釧路家庭
裁判所、 釧路地方検察庁、 釧
路地方法務局、 釧路弁護士会
及び法テラス釧路では、「法
の日」週間にあたり無料法律
相談を次のとおり行います。
日　　時
　 10月10日㈬ 午前10時か

ら午後３時まで
場　　所
　 釧路市生涯学習センター市民展示ホール
　釧路市幣舞町４番28号
内　　容
　 釧路弁護士会所属弁護士に

よる民事一般、 交通事故、
家事関係等の法律相談。
受　　付
　 予約制（定員70人）になり

ます。受付状況により当日
午前9時30分から会場でも
受付します。 (予約者優先）
受付期間
　 ９月３日㈪～ 10 月５日㈮

までの土日祝日を除く午前
８時30分から午後５時まで
申 込 先
　釧路地方検察庁
　企画調査課企画調査係
　☎0154－43－3051

　釧路地方法務局、釧路人権
擁護委員連合会では、下記の
期間を全国一斉「高齢者・障
害者の人権あんしん相談」強
化週間とし、電話による相談
時間を延長して対応します。

高齢者・障害者の人権あんしん電話相談
 ☎0570－003－110

期間・相談時間
　９月10日㈪～ 14日㈮　
 ８：30 ～ 19：00
　９月15日㈯～ 16日㈰　
 10：00 ～ 17：00

問 合 先
　釧路地方法務局人権擁護課
　☎0154－31－5014
　担当：佐々木・清水

ストップ・ザ・交通事故死
～めざせ　安全で安心な北海道～
期　間
　９月21日㈮～ 30日㈰
重　点
　① 夕暮れ時と夜間の歩行

中・自転車乗用中の交通
事故防止

　② すべての座席のシードベ
ルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

　③飲酒運転の根絶
　④ 居眠り運転による交通事

故防止

－住民生活課・中標津警察署－

無料法律相談所が開催されます
ご結婚おめでとう！
大山　　剛さん・木村　美紀さん（茶志骨パイロット）

●標津病院に―
◦三船　スミさん ◦細川　昭子さん

◦共同作業所キラリ工房さま

●社会福祉協議会に―
◦三船　スミさん ◦細川　昭子さん

◦池田　美代さん

◦田中　　博さん（福岡県）
◦標津商業振興会 会長 石川五郎さま

●はまなす苑に―
◦稗貫　勝弘さん ◦林　　裕子さん

◦白金　キヱさん ◦政野喜美子さん

◦熊谷　　孝さん（羅臼町）
◦田中　　博さん（福岡県）
◦龍雲寺さま ◦理容こばやしさま

◦共同作業所キラリ工房さま

◦曙町内会婦人部さま

●ポー川史跡自然公園に―
◦今野　崇志さん
※ご本人・団体の了承を得て掲載しています。

寄付・寄贈ありがとうございました
（７月11日～８月10日受納分）

戸戸戸戸戸籍籍籍籍籍ののののの窓窓窓窓口口口口かかかかからららら戸戸戸戸戸籍籍籍籍籍ののののの窓窓窓窓口口口口かかかかからららら
（（７７月月11月 1日日1 ～８～８８～ 月月1月1000日日届出出出分分分））（（７７月月11月 1日日日～８～８８～ 月月1月1100日0日日届届届出出出分分分））
戸籍の窓口から
（７月11日～８月10日届出分）

お誕生おめでとう！
湯田　晃

こ う

康
き

く　ん（南川北） 貢　太・絢　美

本間　　旬
じ ゅ ん

く　ん（共栄旭町） 　亮　・知　恵

おくやみ申しあげます
奥野　玲子さん　（緑　　町） 83歳
三船　量吉さん　（薫　　別) 97歳
竹村　ツマさん　（上古多糠) 86歳
細川　良治さん　（栄　　町) 74歳
池田　　豐さん　（西北標津) 80歳
杉本　妙子さん　（弥 栄 町) 89歳
吉田ツネ子さん　（共栄旭町) 82歳
藤巻　芳子さん　（栄　　町) 95歳
熊谷　忠孝さん　（弥 栄 町) 91歳
田中　トモさん　（北 標 津) 84歳

※ご家族の了承を得て掲載しています。

全国一斉「高齢者・障害者の 
人権あんしん相談」強化週間

秋の全国交通安全運動 
が始まります!



保健・福祉

　国では、世界自殺予防デーで
ある9月10日からの一週間を
自殺予防週間としています。
　困った時や悩みを抱えた時
は、相談機関を利用するなど誰
かに助けを求めることが適切な
方法となります。
　また、自殺のサインを感じた
時、あなたも出来る自殺予防の
行動があります。
〈気づき〉
　家族や仲間の変化に気づい
て、声をかける
〈傾　聴〉
　本人の気持ちを尊重し、耳を
傾ける
〈つなぎ〉
　早めに専門家に相談するよう
促す
〈見守り〉
　温かく寄り添いながら、じっ
くりと見守る
　尚、折込のパンフレット「大
切ないのちとこころを守るため
に」もご参照ください。
悩みを抱える人を地域社会全体
で支えましょう
問合先
　保健福祉センターひまわり
　健康推進担当☎82－1515

９月10日～９月16日は 
自殺予防週間です
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　「にこにこ教室」をはじめ、子育てに関する様々な事業や
相談を展開している親子交流館では、日頃、仕事で忙しい
お父さんにも子育てに参加してもらおうと、毎月最終日曜
日を「育メン・パパの日」と定め、満１歳児～５歳児のお
子さんがいる親子を対象にゲームやものづくりなどの親子
の絆を深める取り組みを行っています。
　９月の教室は下記のとおり開催します。申込用紙は親子
交流館に設置してありますので、奮ってご参加下さい。
※育メンとは子育てをする男性のこと。保育園・幼稚園の
お子さんを持つ親子の参加も可能です。

日　時　９月30日㈰
　　　　午前10時～ 12時
場　所　親子交流館「おひさま」
内　容　紙トンボづくり　ほか
申込先　親子交流館 ☎82－2400
　　　　９月27日㈭まで

　このほど、財団法人自治総合センター「コミュニティ助
成事業」の助成を、標津地区町内会連合会が受け、大型テ
ント、テーブル、パイプ椅子、ベンチ等の屋外イベント用
備品７品目が整備されました。
　この助成事業は、自治総合セ
ンターが全国宝くじの普及広報
事業費として受け入れる受託事
業収入を財源として、住民の行
なうコミュニティ活動を推進
し、その健全な発達を図るとと
もに、宝くじ普及および広報を目的として行なわれるもの
です。　　
　新しく整備された屋外イベント用備品は、町内各種イベ
ントや文化・スポーツ行事で幅広く活用することができ、
地域コミュニティ活動の活性化や青少年の健全育成等に大
いに寄与されることが期待されます。

「育メン・パパと遊ぼう」に参加しませんか？

　就業・不就業の実態を詳細に明らかにする就
業構造基本調査が10月１日現在で実施されま
す。調査をお願いする世帯には調査員証を携帯
した調査員が伺いますのでご協力をお願いしま
す。
問合先　総務課（担当：水口・竹村）

就業構造基本調査に�
ご協力をお願いします。

コミュニティ助成事業で大型テント等が整備



国民健康保険被保険者証の更新についてのお知らせ

�9/１魚道水槽開通!　9/15～秋まつり開催!!

　国民健康保険の被保険者証（保険証）は、通常９月末日が有効期限となっています。
　有効期限を迎える被保険者証の更新については、新しい被保険者証を郵便により交付す
ることとしていますのでお知らせします。
　ただし、以下に該当する方は郵送による交付ではなく、役場住民生活課国民健康保険担
当窓口での交付となる場合があります

　標津川に回帰したサケたちの様子を間近に観察できる「魚道
水槽」が、９月１日から開通しました。
　10月末までの2 ヶ月間、ダイナミックな遡上の様子をご覧
いただけます。
　また、９月15 ～30日は、サーモンパーク「秋まつり」を開催。
開館記念日の15日には餅まき、その他お楽しみイベントを用
意して、多くの皆様のお越しをお待ちしています。
　問合先　サーモン科学館　☎82－1141

　なお、新しい被保険者証の発送時期は９月中旬頃を予定しています。被保険者証が届かな
い場合や、他の保険に加入しているにも関わらず被保険者証が届いた場合などは、お手数で
すが下記までご連絡願います。
　問合先　住民生活課　国民健康保険担当　☎82－2131（担当：水口、工藤、吉田）

１．国民健康保険税の滞納がある世帯（窓口での更新となる場合は別途ご案内します）
２． 学生や福祉施設入所者など町外に住所を有する方で、被保険者証交付申請書が期

日までに提出されていない場合（対象となる方には先に提出のご案内をしています）
３．転居の手続きがされていないなど、何らかの理由により郵便物が届かない場合
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広報しべつへの広告掲載募集中!
対 象　町内の事業者及び活動団体など
広告掲載料　※１枠１回の単価
　　▷ 4,000円 【縦 45㎜ × 横 88㎜】
　　▷ 8,000円 【縦 45㎜ × 横179㎜】
　　▷ 9,000円 【縦 95㎜ × 横 88㎜】
　　▷17,000円 【縦 95㎜ × 横179㎜】
申 込 期 限　掲載希望月の前月の10日まで
問 合 先　総務課(☎82－2131 担当:水口、竹村）

普通救命講習会の実施について

新防災マップ配布

消防まつりを開催します 標津分屯地創立55周年記念行事�
分屯地一般開放

　９月９日を「救急の日」とし、この日を含む一週間（日曜日から土曜日）を救急医療週間と定
め全国一斉に救急業務の普及啓発運動が実施されます。
　標津消防署では、この事業の一環として町民の方々を対象に普通救命講習会を開催致し
ます。
　この講習では、身近にいる人が倒れ意識が無くなり呼吸や心臓が停止してしまった時に行
う心肺蘇生法や除細動が必要な傷病者に対する自動対外式除細動器（AED）の取扱い、大出
血をおこしている人に対する止血法などの基礎知識と技術を習得していただき、適切な応
急手当が行えるようになってもらえる事を目的とします。
日　　時　平成 24 年９月９日㈰　午前９時～12時まで　
場　　所　標津消防署2階　会議室
申込期日　平成 24 年９月７日㈮まで
定　　員　30 名
申 込 先　標津消防署　救急係　☎82－2319まで。

　「標津町防災マップ」が完成しましたので配布いたします（当広報に折り込んでありま
す）。このマップには、今年６月に北海道から発表されました津波浸水予測をもとにした津
波浸水予測図と洪水予測、そして緊急避難場所や避難施設等が地区ごとに掲載されていま
す。是非お早めにご覧いただきますようお願いいたします。
　なお、今後津波の調査研究が進むにつれ、北海道から発表されました津波浸水予測が変
更されることも予想され、この場合は必要に応じて「標津町防災マップ」も改訂する予定
です。

災害時の備えは万全ですか？
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　町ではツイッターを通じて情報の発信を
行っており、イベント情報など、防災行政
無線の放送内容が随時更新されています。
なお、この公式アカウントは情報発信専用
につき、原則として返信などは行っており
ません。URLは下記の通りですので、是
非ご覧下さい。
http://twitter.com/shibetsu_town

2012年�全国統一防火標語�
「消すまでは　出ない行かない　離れない」

日　時　９月23日㈰
　　　　午後１時～午後３時（雨天決行）
場　所　標津消防署前
内　容　はしご車試乗体験
　　　　チビッ子レスキュー体験
　　　　放水体験
　　　　ミニ消防車「あかちび号」試乗体験
　　　　消火器取扱い体験
問合先　標津消防署　☎82－2319
※この他にもたくさんの体験コーナーを予定。
※来場者には記念品を準備しています。
※都合により内容を変更する場合があります。

　陸上自衛隊標津分屯地では、創立55周年記
念行事として、分屯地を一般開放します。
　当日は記念式典や第５旅団音楽隊による演奏
のほか、第５偵察隊のオートバイドリル、装
備品展示及び装甲輸送
車試乗も楽しめますの
で、ご家族ご友人など
お誘い合わせのうえ、
ぜひお越しください。
日　時　９月23日㈰
　　　　午前10時～午後２時
場　所　陸上自衛隊標津分屯地　　
問合先　陸上自衛隊標津分屯地　☎82－2145

で情報発信中!



・標津町ホームページ　http://www.shibetsutown.jp/
・お問合せ　shibetsu-town@shibetsutown.jp
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◇�

健
康
で
働
き
楽
し
い
家
庭
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

◇�

自
然
を
愛
し
美
し
い
郷
土
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

◇�

た
が
い
に
助
け
合
い
暖
か
い
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◇�

心
を
豊
か
に
し
文
化
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

◇�

子
ど
も
の
夢
を
育
て
平
和
な
町

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

☆
標
津
町
民
憲
章
☆

人のうごき

町内の交通事故

10月の運転免許更新時講習会
　優良運転者で、更新手続きを終
了した方のみ受講できます。

日　時

場　所

問合先

10月２日㈫ 13時30分～

川北生涯学習センター

住民生活課
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◇平成24年６月30日 ～ ７月30日
（本年の累計）

　◦人身事故 0件 （　　2）
　◦負 傷 者 0件 （　　3）
　◦死 亡 者 0件 （　　0）
　◦物損事故 12件 （104）

◇平成24年８月１日 現在 （前月比）

　◦人　口 5,658人（＋ 4）
　　　男 2,747人（＋ 4）
　　　女 2,911人（　 0）
　◦世帯数 2,344世帯（　 0）

編集のまど

◆人口前月比の内訳
増 減 比較

転入� 22人 転出� 15人 ＋� � 7人
出生� 4人 死亡� 7人 －� � 3人
� 計� 26人 � 計� 22人 ＋� � 4人

▷ 　本格的な夏はいつ来る
のでしょか？中々、夏ら
しい日が続きませんね。
本町でも「計画停電」を
予定していますが回避で
きるかもしれませんね。

▷ 　福島原発事故の影響に
より屋外で遊ぶことので
きない福島の子ども達が
本町を訪れ、カヌー体験
や水・キラリで踊りに参
加するなどして標津町を
後にしました。

▷ 　９月から始まる秋サケ
漁。昨年は不漁におわり
ましたが、今年こそは大
漁になることに期待して
います。 （Ｍ）

夏
の
終
り
を
微
か
に
感

じ
る
朝
、
所
用
を
足

し
て
の
帰
り
道
だ
っ
た
。
登

校
中
の
小
・
中
学
生
に
出

会
う
。
自
転
車
で
通
り
抜
け

る
私
に「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
爽
や
か
な
声
で
、

口
々
に
声
を
か
け
て
く
れ

た
。
何
と
清
々
し
く
気
持
ち

の
良
い
事
か
。
嬉
し
く
な
っ

て
私
は「
お
は
よ
う
」と
言
っ

た
。
夫
と
二
人
暮
ら
し
の
中

で
は
、
あ
ま
り
出
す
こ
と
の

な
い
張
り
の
あ
る
声
だ
っ

た
。
数
日
前
も
下
校
途
中
の

高
校
生
か
ら「
こ
ん
に
ち
は
」

と
挨
拶
さ
れ
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
知
ら
な
い
人
に
挨

拶
を
す
る
事
は
と
て
も
勇
気

の
い
る
も
の
だ
と
思
う
。
幼

い
頃
か
ら
の
習
慣
が
な
け
れ

ば
、
す
ん
な
り
口
に
は
出
な

い
も
の
な
の
に
…
き
っ
と
学

校
や
家
庭
で
の
教
え
や
し
つ

け
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

久
々
の
晴
天
、
窓
を
開
け

る
と「
お
じ
さ
ぁ
ん
。
し
ば

ら
く
姿
が
見
え
な
か
っ
た
け

ど
元
気
だ
っ
た
か
い
」
と
い

う
近
所
の
方
の
声
が
し
た
。

さ
り
げ
な
く
人
を
気
づ
か
う

想
い
に
心
が
ほ
の
ぼ
の
と
す

る
。
温
泉
に
行
け
ば
名
も
知

ら
な
い
お
馴
染
み
の
顔
ぶ
れ

に
出
会
う
。
他
愛
の
な
い
お

喋
り
を
し
な
が
ら
背
中
を

な
が
し
あ
い
、
湯
船
に
浸
か

る
。
シ
ュ
ワ
ー
と
身
体
中
に

肌
に
優
し
い
湯
が
浸
み
る
。

体
調
の
優
れ
な
い
時
な
ど
身

も
心
も
癒
さ
れ
る
。

　

異
常
気
象
に
始
ま
り
日
本

各
地
で
起
こ
る
自
然
災
害

も
対
岸
の
火
と
は
思
え
ぬ

不
安
。
古
希
を
間
近
に
控
え

た
我
身
に
忍
び
よ
る
老
い
。

先
々
の
事
を
思
う
と
心
が
重

た
く
な
る
こ
の
頃
だ
け
ど
町

の
人
の
温
い
言
葉
が
け
に
生

き
る
元
気
を
貰
う
。

　

土
地
は
人
。
挨
拶
は
心
の

扉
を
開
く
鍵
か
な
？
と
思

う
。
標
津
に
住
ん
で
四
十
六

年
。
恵
ま
れ
な
い
気
候
に
最

初
の
こ
ろ
は
馴
染
め
ず
に
い

た
が
、
今
で
は
、
い
く
ら
冷

た
い
春
風
が
吹
き
、
暑
い
夏

が
数
日
し
か
な
く
て
も
こ
の

町
で
生
き
ら
れ
る
事
を
と
て

も
幸
せ
に
思
う
。

　
『
そ
ろ
そ
ろ
秋
風
が
吹
き

駆
足
で
寒
い
日
々
が
や
っ
て

来
る
け
ど
・
・
・
・
・
。』

☀　

☀　

☀

　

次
の
「
ま
ち
の
声
」
は
、

藤
本
量
子
さ
ん（
南
４
西
２
）

で
す
。

312
「標津でくらして」

福
ふく

田
だ

ノ
の

リ
り

子
こ

さん
（南５西２）
主婦


